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　2月 17 日（土）、山口県医師会顧問弁護士・
医事案件調査専門委員合同協議会が開催され、顧
問弁護士に委任中の案件の経過について、報告、

協議が行われました。その後、末永汎本 弁護士

から「証明妨害」について、情報提供・解説があ

りました。証明妨害とは、訴訟当事者（証明責任

を負っていない当事者）が、相手方による証拠の

収集・提出を困難にしたり、妨げたりした場合に、

妨害を受けた者の主張を有利に調整を図ることを

いいます。医療の場合では、例えば患者家族が病

理解剖を拒否したために、死因究明が十分に行わ

れなかった可能性がある場合などが、これに該当

すると思われます。

　同じく 2月 17日（土）には済生会山口総合病

院大会議室で医師事務作業補助者研修会を開催し
ました。いわゆるドクターズ・クラークのための

研修会です。県内医療機関から 90名の参加があ

り、非常に熱心に講演を聴講されていたとのこと

です。

　2月 18 日（日）に山口県医師会生涯研修セミ
ナー並びに勤務医部会総会・シンポジウムが開催
されました。午前中のセミナーでは、昨年 3月

に山口大学大学院医学系研究科小児科学講座の教

授に就任された長谷川俊史 先生による「食物ア

レルギーについて～予防と対策～」と、産業医科

大学医学部産業衛生学教授の川本俊弘 先生によ

る「環境・産業中毒の歴史と生物学的モニタリン

グ」の 2題の特別講演があり、午後は勤務医部

会総会の後、勤務医部会の企画によるシンポジウ

ム「感染対策について」が行われました。

　同日には日医母子保健講習会も開催され、濱本

史明 副会長と藤本俊文 常任理事が参加していま

す。今回は「多職種連携による子育て支援を目指

して」をテーマに講演があったそうです。

　2月 22日（木）、平成 29年度第 4回目の山口
県医師会有床診療所部会役員会が開催されまし
た。本年 7月 28 日（土）と 29 日（日）に山口

市で開催する第 31回全国有床診療所連絡協議会

総会のプログラムと懇親会のアトラクションにつ

いて協議が行われ、その内容が決定されました。

　2月 27 日（火）に広島合同庁舎で開催された

中国地方社会保険医療協議会総会に河村康明 会

長が出席しています。岡山市の歯科診療所と医科

診療所の保険医登録の取消し、保険医療機関指定

の取消しについての協議が行われています。保険

者からの診療費通知がきっかけとなって、架空請

求、付増請求が明らかとなったとのことです。

　3月 1日（木）、小児救急医療対策協議会が開
催されました。今、小児救急医療電話相談事業は、

19 時から 23 時までは県下 4か所の夜間急病セ

ンターによる当番制で、また、23 時から翌朝 8

時までは（株）法研が対応しています。平成 29

年 4 月から 30 年 1 月までの 1日の平均相談件

数は各々 19.2 件、10.5 件で、28 年度より増加

しているとのことです。

　3月 5日（月）には都道府県医師会社会保険担
当理事連絡協議会、3月 7日（水）には都道府県
医師会介護保険担当理事連絡協議会が開催され、
今回の診療報酬改定の概要についての説明が行わ

れました。

県医師会の動き
副会長　吉本　正博
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　3月 8日（木）に開催された郡市医師会医事紛
争・診療情報担当理事協議会では、都道府県医師
会医事紛争担当理事連絡協議会の報告の後、平成

29 年度受付の事故報告と事故の未然防止につい

て、林 弘人 専務理事から説明がありました。昨

年と同様にスライドを供覧しながら、救急搬送患

者の対応、医師の判断、思い込みによる院内の出

来事、術中の予想外の出来事、検体取扱時の出来

事について、事案に基づいてわかりやすく解説さ

れました。実際の事案を通して、医療安全につい

て得るところはたくさんあると思います。担当理

事の先生方には、係争中の案件もありますので、

当事者が特定されない形、外部に漏れない形で会

員の先生方に情報提供していただければと思いま

す。

　3月 8 日（木）には山口県自動体外式除細動
器（AED）普及促進協議会が開催されています。
AED の普及促進に関しては所期の目的を果たし

たのではとの結論に達し、平成 29年度限りでこ

の協議会は廃止されることとなりました。

　同日の午後 6時からは山口県看護協会と山口
県医師会との懇談会が開催されました。協議題と
しては医師会から、「各医療機関等における看護

職員の需給状況に関する調査報告」「各方面への

要請活動について」「医療事故調査制度について」

が、看護協会から「ｅナースセンターの活用につ

いて」と「准看護師への支援について」が提出さ

れ、看護職員の県内定着を図るためにはどうすべ

きか等について議論が交わされました。

　3月 11 日（日）は午前中に保育サポーター研
修会、午後には男女共同参画部会総会・講演会が
開催されています。

　3月 15日（木）、郡市医師会生涯教育担当理事
協議会が開催されました。平成 28年度の日本医
師会生涯教育制度の集計結果の報告があり、山口

県の単位取得率は 66.8% で、全国平均の 60.2%

を上回っているとのことでした。しかしながら、

中国四国では最下位です。ところで、県医師会

のほかにも全国医師会研修管理システムを利用し

ている郡市医師会があります。医師資格証を持っ

ている会員の先生方は、医師資格証で受講履歴を

リアルタイムに確認することができ、医師資格証

ポータルから各種受講記録の出力が可能になりま

す。まだ医師資格証を取得しておられない会員の

先生方はぜひ、医師資格証の発行申請をしていた

だければと思います。

　セルゲイ・ラフマニノフは、作曲家自身が大

ピアニストであったこともあり、どうしてもピア

ノ曲に人気があります。1900 年秋から 1901 年

4月にかけて作曲されたピアノ協奏曲第 2番は、

彼の作曲家としての名声を確立した出世作である

と同時に、今なお最も人気のあるピアノ協奏曲の

一つです。第一楽章の冒頭、ピアノ独奏がロシア

正教の鐘を模したと言われる、ゆっくりとした和

音連打が、クレシェンドしながら打ち鳴らされる

箇所は、マリリン・モンロー主演の映画「七年目

の浮気」の中で、浮気男の妄想をかき立てる小道

具として利用されています。地下鉄の通気口の上

で白いスカートがふわりと浮き上がるシーンとと

もに、この映画の中では最も印象に残る場面でし

た。しかし、彼の交響曲もとても素晴らしいんで

す。番号付き交響曲を生涯に3つ残していますが、

その中でも交響曲第 2番はメロディーがとても

美しく、ロマンティックです。特に第3楽章、ヴァ

イオリンが歌う長く甘美な主題とクラリネット独

奏によって提示されるさらに長く優美な対位主題

は、20 世紀に書かれた最も美しい旋律の一つと

とも言われているそうです。ただ長すぎる（1時

間弱）という理由から、かつては大幅にカットさ

れて演奏されるのが一般的でした。しかし、最近

では全曲版が普及し、定着しています。それには

指揮者のアンドレ・プレヴィンの功績が大きく、

彼の 2回目の録音（3回録音しています）、ロン

ドン交響楽団との録音がその先鞭を付けたと言わ

れています。この録音は今なお、この交響曲のベ

スト盤として高い評価を受けています。同じロシ

アの作曲家の交響曲では、ロマンティックなメロ

ディが聴けるカリンニコフ交響曲第１番もお薦め

です。


